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研究の概要 

リグニン生合成はリグニン前駆物質の細胞内での生合成、細胞内から細胞壁への輸送、細胞壁

での重合の 3 段階からなる。この中でリグニン前駆物質の生合成と重合に関しては、長年の研究

により詳細な知見が蓄積されてきた。その一方、細胞内から細胞壁へのリグニン前駆物質の輸送

メカニズムに関しては、近年までほとんど手が付けられてこなかった。木化が活発な樹木分化中

木部からミクロソーム膜画分を調製し、G 核および S 核リグニン前駆物質を基質として輸送実験

を行った結果、試験した樹種全てでコニフェリンの ATP 依存的な輸送活性が見られた。このコニ

フェリン輸送には V-ATPase、H+勾配、および細胞内膜系が関与すると示唆され、このメカニズム

はポプラおよびヒノキに共通であった 1）。H 核リグニン前駆物質である p-グルコクマリルアルコ

ールも同様のメカニズムで輸送されることが、ポプラおよびヒノキにおいて示された 4）。さらに

モウソウチクにおいても、コニフェリンおよび p-グルコクマリルアルコールの V-ATPase と H+勾

配依存的な能動輸送が見られた 5）。以上の結果から、コニフェリンおよび p-グルコクマリルアル

コールの細胞内膜系への輸送は、種子植物の木化組織に広く保存されていると考えられる。コニ

フェリンは裸子植物分化中木部に大量に含まれる一方、ポプラ分化中木部にはほぼ含まれず、ト

ウチク当年稈では検出されるリグニン前駆物質の種類や量が木化段階で異なった 3）。こられの結

果から、植物種や木化段階によって貯蔵・輸送されるリグニン前駆物質が異なる可能性がある。

コニフェリンを加水分解するコニフェリン β−グルコシダーゼは、ポプラ 2）、マツ、イネにおいて

細胞壁に局在することから、コニフェリン代謝メカニズムも種子植物で保存されていると考えら

れる。一連の研究は、コニフェリンが小胞輸送によって細胞壁に輸送され、加水分解を受けて木

化に利用される仮説を提唱している 1, 2, 5)。 
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